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ツール 49：ソクラテス式問答法 

 

このツールの目的 

グループメンバーが何かについてより深く理解するのをサポートする。 

 
このツールを使うタイミング 

収束のフェーズで、共通理解を醸成することが関心事の場合。 

 

 

ソクラテス式問答法とは 

ソクラテス式問答法は対話の一種であり、グループが普遍的な問について自問し、コンセンサスを形成で

きるようサポートしてくれる。考察のプロセスで個人的な経験を活用することで、この種の対話は個から出

発し普遍に至ろうとする協働的な取り組みとなる。 

ソクラテス式問答法は、ディベートでもなければ競争でもない。グループ全体として、参加者全員が合意で

きる最終的な回答を見出すという課題に取り組むのだ。協力して熟考し、コンセンサスを追求することが、ソ

クラテス式問答法の柱だ。そのため、参加者は、グループが検討すべき重要な考察内容についてはすべて共有

するよう促される。 

ソクラテス式問答法は、内省プロセスのスピードを落とすことのメリットに基づいたものだ。そのため、こ

のツールは非常に時間がかかる場合がある。ソクラテス式問答法が3日を超えて続くこともよくある。本格的

なソクラテス式問答法の一部分を行うことは、実りあるアクティビティとなり得、かつ、時間を抑えることが

できる。 

考察のプロセスは、MSPにとって意味のある普遍的な問でスタートする。たとえば「対立は実りあるもの

たり得るか？」「協力の価値とは？」といった問だ。ファシリテーターと相談し、グループが事前に問を考え

たり提案したりすることもできる。 

 

 

出典：Young World Socratic Dialogue 

 

ソクラテス式問答法のファシリテーション法 

選んだ問に答えるために、ファシリテーターは、参加者の個人的経験に基づいた体系的熟考の秩序だった

プロセスを通じ、グループを導いていく。問をきっかけとして、各参加者は、考察テーマを象徴していると自

分が感じる自らの体験事例について考えるよう求められる。 
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ソクラテス式問答法に相応しい事例の基準は以下の通り： 

 

1. 自らが体験したものであること。 

2. その時点で完了したものであること（つまり未だ進行中の経験でないこと）。 

3. あまりにも感情が入るものではないこと。 

4. 簡潔であること。 

5. シンプルであること。 

6. 事例のオーナーは進んで質問に答えること。 

（出典：Marinoff, L.） 

 

自分の体験事例を共有すると、他のグループメンバーは、その事例がどの程度、その問を表現または体現す

るものかを判断するため、質問するよう促される。全員が事例を共有した後、グループは、さらに考察すべき

重要な事例についてコンセンサスを形成するよう努める。そこで残った事例は、まとめを行い、その後のス

テップで参照できるよう貼り出される。 

重要な事例が1つ選ばれると、それがそのままソクラテス式問答法の焦点となる。可能な限りの詳細が共有

され、それがフリップチャートに書き出されると、当該事例のどの情報が普遍的な問に対する回答を提供し

てくれるかについて、グループは考察を行う。グループが暫定的な結論に至ると、他の事例を参考にその結論

についての再検討を行い、必要に応じて修正する。合意された回答はできる限り精緻化する。なぜならば、参

加者は最終的に反例を見つけるように求められるからである。 

Marinoffは、このプロセスを「砂時計」だと表現した。つまり、普遍的な問から個別の状況に焦点を絞り、

その後また焦点を広げて普遍的な回答を探すのである。 

ソクラテス式問答法のすべてのステップにおいて、ファシリテーターは、独立した批判的内省をメンバー

に促す。これは対話そのもののディスクールを超えたものだ。なぜならば、ソクラテス式問答法には2つの追

加的レベルの対話も存在しているからだ。また、対話の方向性や形式についての戦略的ディスクールや、対話

ルールについてのメタディスクールも存在する。 

対話を通じてグループを導くのはファシリテーターだが、参加者が従うべき一般的ルールがいくつかある： 

 

対話における一般的ルール： 

 

1. 疑問を感じたときは発言する。 

2. 他のメンバーの発言に注意を払う。 

3. 1人で長々としゃべることは避ける。 

4. 仮定の質問は行わない。 

5. すでに発表された論文については触れない。 

6. コンセンサス形成に努める。 

（出典：Marinoff, L.） 

 

さらに知りたい方は： 

 

Marinoff, L. (Enteléquia. Filosofia Pràtiqa). The Structure and Function of a Socratic Dialogue: 

https://sites.google.com/site/entelequiafilosofiapratica/aconselhamento-filosofico-1/thestructure-and-

function-of-a-socratic-dialogue-by-lou-marinoff 

 

https://en.wikipedia.org/wiki/Socratic_method 
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